
（ 計画 ・中間 ・ 最終　）

★★★

90%

75%

90%

★★

地域の課題に気づか
せ，防災の意識を高
める。

100%

★
生徒と向き合う時間
を確保する。

87%

85%

90%

月平均
１人

QUでの学校生活不満
足群生徒の人数

１割
減

学習に関すること
や，課題解決に向け
て資料収集や取材，
意見交流をする。

授業でタブレット端
末を活用できる教職
員の割合

夢の実現に向けた志を抱き自己を成長させていくと
ともに，自分を大切にし他を大切にし，地域や社会
に貢献できる生徒を育成する。

〈ビジョン〉
（将来の学校像）

伝統を継承し，人々とふれあう中で地域と一体感を
もち，郷土愛を育むことができる学校

育成すべき資質・能力 知識・技能　　思考力・判断力・表現力　　主体性

落ち着いた学習環境を維持
し，指導方法・教材を工夫す
るとともに，個別指導を継続
的に実施していく。

d 中期（３年間）
経営目標

h
目標
値

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

生徒が主体的に学習
する授業づくりにつ
いて工夫改善を進
め，学力を向上させ
る。

80%

教科等の本質に迫る「考える
授業づくり」を取り入れ,発問
等の工夫，チャレンジの設定
により授業改善を推進する。

全国平均との比較
国語・数学・英語
　

全
国
平
均
以
上

新しい問題に出会っ
たときに解いてみた
いと思う。

授業を落ち着いて受
けることができてい
る。
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令和5年度　　評価計画及び自己評価

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

c　中期経営目標を
踏まえた現状（進捗
状況）と今年度の重
点

（　９　）月 ２　月

〈ミッション〉
（学校の使命）

令和５年 ４月 1日

重点

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　②　・　３　年目）

g　 指標
（効果を見とる目安）

確かな学力……基礎的・基本的な学力については定着が見られているが，３０％未満の生徒の固定化が進んで
　　　　　　　いる。「チャレンジ」（選択肢と自己決定）を軸に授業改善を図り，個別指導と家庭学習の充
　　　　　　　実を図る。
安心・安全……自己肯定感・自己指導能力については高い数値で維持されている。地域との協働の中で主体的
な教育環境　　に郷土に貢献しようとする生徒を育てるとともに，防災への意識を高める。
働き方改革……生徒と向き合う中で，教職員が自らの意欲と能力を発揮できる教育環境を整える。

e 短期（今年度）
経営目標

自己評価

a　学校教育目標
かしこく やさしく たくましく

（自利　利他　貢献）

i
達成値

社会性の向上と学習
意欲の向上　防災学
習の充実

道徳・特別活動・総合的な学
習の時間の充実を図り，部活
動や生徒会活動の活性化を図
る。

学力の向上を図る。

課題解決に向けて自
ら調べ，考えようと
する意欲を向上させ
る。

協働できる力を向上
させ，地域に貢献す
る力を育む。

自尊感情，自己肯定
感を向上させ，学校
生活への適応を図
る。

地域や社会を良くす
るために何をすべき
か考えることがある
生徒の割合

k
評価

j
達成度

学校行事の実施内容･方法等の
改善を図り，生徒とともに考
え，活動する場を設定してい
く。

児童生徒と向き合う
時間が確保されてい
ると感じる教員の割
合

自分をよく分かって
くれる先生がいる。

関係機関や地域との協働活動
を通じて防災等の課題に気づ
かせ，対応能力を高める。

災害時に避難する場
所や避難の仕方につ
いて理解している生
徒の割合

教育相談活動を充実させ，学
校生活の各場面において生徒
の言動に対する肯定的評価を
実施する。

i
達成値

j
達成度

k
評価

働
き
方
改
革

教職員が自らの意欲
と能力を発揮できる
教育環境を整える。

時間外勤務の上限
（月45時間）を超え
る人数　（限定四項
目を除く）

確
か
な
学
力

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境

ワークライフバラン
スを意識した職場環
境づくりを行う。

日々の業務の中で充
実感を得られている
と感じる教職員の割
合

目標を持ち，予定・期限の見
える化で進捗管理を行って業
務を充実させる。

【k：評価】

80%

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　Ｄ：（できていない）＜６０　　　　

Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

様式２

貫

貫

貫


